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６月３０日（金）健康法はなくても…… 

私は若い頃から病弱であったが、戦中戦後の無我夢中で

働かざるを得ない時期を経て健康体になり、いまもまだ元

気でいられる。健康法と言えるものは何もないといってい

い私にとって、これは考えてみればまことにありがたいこ

とだし、ほんとうに不思議なものだと思う。 

しかし、これまでの歩みを振り返ってみると、私は、一

つの仕事が成就すると、またすぐ次の仕事をと、たえず目

標を持って努めてきた。いま静かに思うと、その繰り返し

の中に張り合いがあり、そこにいわば死ぬに死ねないとで

もいうか、一種の緊張感がみなぎっていた。そこに生きる

張り合いを感じ、毎日を過ごしてきたように思うのである。 

 

７月１日（土）素直な心の初段 

聞くところによると、碁を習っている人は、大体一万回

くらい碁を打てば初段になれるということです。素直な心

の場合もそれと同じようなことが言えるのではないかと

思います。まず素直な心になりたいと朝夕心に思い浮かべ、

そうしてたえず日常の行ないにとらわれた態度がなかっ

たかを反省する。そういう姿を一年、二年と続けて、一万

回、約三十年を経たならば、やがては素直の初段ともいう

べき段階に到進することもできるのではないかと思うの

です。 

 素直の初段にもなったならば、まず一人前の素直な心と

言えるでしょう。だから大体において、過ちなき判断や行

動ができるようになってくると思います。 

 

７月２日（日）経営力の大切さ 

商売を発展させていく上で、経営力というものが大切で

あることは、いまさら言うまでもないと思います。そして

そういった経営力は、その主人公といいますか、経営する

立場にある人がみずからこれを持てば、一番望ましいこと

はもちろんです。 

けれども、現実には必ずしもそうでない人もあると思い

ます。その場合、その会社や商店の経営はうまくいかない

かというと必ずしもそうではありません。 

主人公みずからが経営力を持たなければ、しかるべき番

頭さんを求めたらいいわけです。経営力の大切ささえ忘れ

なければ、やり方はいくらでもあると言えましょう。 

 

７月３日（月）是を是とし非を非とする 

 とかく人間というものは、物事を数の大小や力の強弱と

いったことで判断しがちである。そしてまた、そういうこ

とを中心に考えた方がいいという場合もあるだろう。しか

し、それは日常のことというか、いわば小事について言え

ることではないだろうか。大事を決するに当たっては、そ

うした利害、損得といったものを超越し、何が正しいかと

いう観点に立って判断しなくては事をあやまってしまう。

それができるということが、指導者としての見識だと思う

のである。 

 とかく長いものにまかれろ的な風潮の強い昨今だけに、

指導者にはこうした是を是とし、非を非とする見識が強く

望まれる。 

 

７月４日（火）心から訴える 

私は自分の考えた一つの案を、会社なり上司に用いても

らうには、やはりそれなりの方法というか、持っていき方

があるのではないかと思います。これは商売人が物を売り

込むのと一緒です。“これ、いいから買え”と生意気に言

ったのでは、うまくいきません。その売り込み方が肝心な

のです。 

まあ商売であれば、いろいろの言葉も使えましょう。ま

た宣伝の仕方もいろいろありましょう。しかし要は、それ

を非常に誠心誠意、訴えていくということだと思います。

提案をするにしてもこれと同じことです。誠意を基本に喜

んで用いられるような接し方を工夫する、そういうことが

非常に大事な問題だと思うのです。 

 

７月５日（水）責任を生きがいに 

人は成長するにつれて、だんだんその責任が重くなって

いきます。そして、成人に達すると法律的にもはっきり少

年のころとは違った責任を問われます。また、次第に高い

地位につくようになると、それだけ責任が重くなります。 

しかし、人はもともと責任を問われるところに、人とし

ての価値があるのだと思います。責任を問われることが大

きければ大きいほど、それだけ価値が高いということが言

えましょう。ですから、責任を問われるところに、生きが

いもあろうというものです。責任を背負い、そのことに生

きがいを覚えないとしたら、年齢は二十歳をどれだけ過ぎ

ようと一人前の人ではありません。 

 

７月６日（木）社長はお茶くみ業 

戦後、世間一般の風潮として、社長の言うことだからと

いって、それがスッと聞かれるというわけにはいかなくな

った。だから形の上では命令することがあっても、実質は

お願いするという気持を心の内に持たなくては、社長の職

責がつとまらなくなったわけである。 

そういう心持になったなら、社員の人が仕事をしてくれ

れば「いやどうもありがとう、ほんとうにごくろうさま、

まあお茶でも一杯」ということにもなる。そういうことか

ら、以前私は、社長は“お茶くみ業”だと考え、人にも話

したことがある。もちろん実際にお茶くみをするわけでは

ないが、そういう心持になることが大切ではないかという

ことである。 

 


